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中期経営計画「FUKUVI NEXT（2020～2022 年度）」について 

 

この度、フクビ化学工業株式会社は、2020 年度から 2022 年度までの 3 ヶ年を対象期間とし、フクビ

グループ第 6 次中期経営計画「FUKUVI NEXT」を策定しました。 

 

 

 

１．2020 年度-2022 年度 中期経営計画「FUKUVI NEXT」 

 

１－１ 第 6 次中期経営計画 策定の概要 

 

フクビグループが軸足を置く住宅市場は、少子高齢化に起因する人口減少に伴い、国内においては

住宅着工数の減少傾向が続くものと予測され、また世界経済においても先行きの不透明さが増してい

ます。このような環境の下、私たちは 100 年企業となるべく、これまでの部材メーカーから「暮らし

を変える Creators」へ、一歩先をいく「安心」と「驚き」の価値を提供する創造者集団となることを

「10 年後のありたい姿」と定め、以下３つの挑戦を掲げました。 

 

①  新たな分野に積極的に挑戦する 

②  徹底的に差別化を図り、高収益化に挑戦する 

③  社会的価値の創造により、持続的な企業価値向上に挑戦する 

 

フクビグループはこれらの挑戦により、2030 年に向けた社会課題の解決に貢献し、継続的な事業の

拡大と高収益を実現します。第 6 次中期経営計画スローガン「FUKUVI NEXT」には、私たちが次に何を

するのか、ステークホルダーの皆様の想像を掻き立て、期待に応えるべく、新たな価値創造に挑戦す

るという意味を込めました。 

 

 

１－２ グループ基本方針 

 

１－１に示す３つの挑戦を実行するためのグループ基本方針は、以下の３つです。 

 

１． 成長分野への積極展開 

新規事業、グローバル事業、既存事業における新規分野を成長分野と定め、積極的な新技 

術領域への挑戦、新分野売上高比率の向上、グローバルビジネスの加速化を行う。 

２．収益構造の改革推進による利益の創造 

     構造変革のスピードアップ、バリューチェーンによる高収益化の実現、合理化、効率化の 

推進を行う。 

３．挑戦と変革を実現する経営基盤の確立 

 更なる人材基盤の強靭化、確固たるグループ経営の確立、ESG 経営の実践を行う。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

２．セグメント別戦略 

 

第６次中期経営計画のグループ基本方針に則り、サステナビリティの観点から、フクビグループが

事業を通じて社会課題の解決に向けて貢献できる、各セグメント戦略を下表に示します。 

私たちは、事業の成長とサステナビリティの追求の両立を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．投資方針 

 

「10 年後のありたい姿」を実現するために持続可能な成長を果たすべく、１-２に示す３つのグルー

プ基本方針に則り、最適な経営資源の配分を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 


